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 １．概要 

 ２．ＸＲＤデータ 

 ３．ＥＢＳＤデータ 

 ４．ＸＲＤ実際の流れ 

 ５．ＭＴＥＸに読み込む 

  ５．１ 設定 

  ５．２ ＯＤＦ計算 

  ５．３ ｋｅｒｎｅｌｗｉｄｔｈを５ｄｅｇと１０ｄｅｇ比較 

  ５．４ ｈａｌｆｗｉｄｔｈ５ｄｅｇをＥｘｐｏｒｔし、調査 

  ５．５ ＯＤＦのステップ間隔を変えてＥｘｐｏｒｔし比較 

  ５．６ ＯＤＦから再計算極点図とＥｘｐｏｒｔ 

  ５．７ ＯＤＦ図のＥｘｐｏｒｔ 

  ５．８ 逆極点図とＥｘｐｏｒｔ 

 ６．ＥＢＳＤのｅｕｌｅｒ角度リストをＭＴＥＸに読み込む 

  ６．１ ｅｕｌｅｒリストからａｎｇデータを作成 

  ６．２ ＭＴＥＸに読み込み 

  ６．３ ＥＢＳＤデータからアルミニウムを抽出し、ＯＤＦ解析 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



１．概要 

 ＣＴＲソフトウエアでは、ＸＲＤデータ、ＥＢＳＤデータからＭＴＥ＄Ｘで読み込めるデータ変換 

   ＭＴＥＸで解析したＯＤＦ，極点、逆極点をＥｘｐｏｒｔすれば、各種解析が行えます。 

   ＭＴＥＸはコマンド操作のため、しばらく使わないと忘れてしまいます。 

   以下に手順を説明します。 

 

２．ＸＲＤデータ 

 ＸＲＤデータの場合、各種加工が必要になります。 

    バックグランド除去、ｒａｎｄｏｍ試料を用いたｄｅｆｏｃｕｓ補正を行います。 

    ｒａｎｄｏｍ試料がない場合、Ｔｅｎｃｋｈｏｆｆの理論式による補正を行います。 

 ＯＤＦ解析を行う場合、入力極点図とＯＤＦ解析で作成できる再計算極点図からＲｐ％を計算し 

    入力極点図の良否を判断します。 

 ＭＴＥＸで解析の場合、加工データをＭＴＥＸで読み込めるデータに変換し、ＭＴＥＸで 

 ＯＤＦ解析を行い、再計算極点図をＥｘｐｏｒｔし、Ｒｐ％の評価を行います。 

  

３．ＥＢＳＤデータ 

 ＭＴＥＸでは、各社ＥＢＳＤデータを読み込むインターフェイスがサポートされています。 

    読み込みエラーが発生する場合、ｅｕｌｅｒ角リストのテキストをＭＴＥＸで読み込める 

    ａｎｇデータに変換します。 

 ＭＴＥＸでＯＤＦ解析を行います。 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



４．ＸＲＤ実際の流れ 

 

   

 

入力極点図 

 

バックグランド処理 

 

ｄｅｆｏｃｕｓ補正（計算による） 

 

最適化 Rp％ 

 

処理結果 

 

Ｒｐ％の結果 

 

ＭＴＥＸ入力データ作成 

次ページへ 

 

 



 

 Ｏｐｔｉｏｎ－＞＊ＭＴＥＸ（ＡＳＣ）ＣＷを選択 

 

 極点図データホルダにＭＴＥＸホルダが作成され、ＭＴＥＸ入力データが登録されます。 

 

 

 



５．ＭＴＥＸに読み込む 

 ホルダを指定 

  

Import_wizard 

  

  

 ｃｉｆを選択 

 



５．１ 設定 

  

 SS=specimenSymmetry(‘orthorhombic’)に書き換えるとODF図がOrthorhombicに変わる。 

 しかし、ODFをExportすると、（φ１，Φ、φ２）が（８５，９０，８５）になり 

 φ１＝９０のデータが欠落するので、薦めない 

 

  

 Pfが読み込まれている 

  

５．２ ＯＤＦ計算 

 ｏｄｆ＝ｃａｌｃＯＤＦ（ｐｆ，＜ｏｐｔｉｏｎｓ＞） 

  Ｏｐｔｉｏｎ： 

  ｒｅｓｏｌｕｔｉｏｎ，ｋｅｒｎｅｌｗｉｄｔｈ、ｂａｎｄｗｉｄｔｈ 

  ｉｔｅｒ＿ｍｉｎ，ｉｔｅｒ＿ｍａｘ 

  ｇｈｏｓｔ＿ｃｏｒｒｅｃｔｏｎ 

  ｈａｌｆｗｉｄｔｈ 

>> odf=calcODF(pf) 

 ではｄｅｆａｕｌｔで計算される 

  

 



５．３ ｋｅｒｎｅｌｗｉｄｔｈを５ｄｅｇと１０ｄｅｇ比較 

 

odf10=calcODF(pf,'kernelwidth',10*degree) 

 

 

本来、Minはrandomレベルで変化しないが、１０ｄｅｇではｍｉｎがアップしている。 

１０ｄｅｇのMinが正しい可能性が強い 

Halfwidthを小さくすると、強い方位の周辺にアンダーシュートの可能性があります。 

 

 



５．４ ｈａｌｆｗｉｄｔｈ５ｄｅｇをＥｘｐｏｒｔし、調査 

５ｄｅｇ 

  

 

１０ｄｅｇ（等高線、５ｄｅｇと同一レベル表示） 

  

 

 この現象はＨｅｒｍｏｎｉｃ法の特徴です。 

 

 



５．５ ＯＤＦのステップ間隔を変えてＥｘｐｏｒｔし比較 

odf2_5step=calcODF(pf,'resolution',2.5*degree,'halfwidth',5*degree) 

 

ODFを2.5degで作成し、Exportで2.5指定 

export(odf2_5step,'ODF2.5to2.5.TXT','resolution',2.5*degree) 

ODFを5degで作成し、Exportを2.5指定 

export(odf,'ODF5to2.5.TXT','resolution',2.5*degree) 

同一サイズデータが作成される 

 

2.5degto2.5deg 

   

5degto2.5deg（等高線レベルは2.5degreeと同一） 

   

η－Ｆｉｂｅｒ比較 

  

同一半価幅でステップ間隔を狭くすると 

方位密度が大きくなる 

より正しい結果が得られます。 



５．６ ＯＤＦから再計算極点図とＥｘｐｏｒｔ 

 

plot(rpf,'contour') 

 

plot(rpf,'contour','projection','eangle') 

 

再計算極点図をＥｘｐｏｒｔしＲｐ％の計算 

export(rpf,'pole') 

 

 

 

ODFPoleFigureより悪い Rp%で 

あるが{111}極図形の密度の低い 

領域で、MTEXはより低い密度を 

計算している。 

オーバシュートが原因と思われる 

 



５．７ ＯＤＦ図のＥｘｐｏｒｔ 

Export(odf,’ODF.TXT’) 

ＴＲｉｃｌｉｎｉｃ－＞Ｏｒｔｈｏｒｈｏｍｂｉｃ 

 

ピークサーチ 

 

 

等価の方位の平均値の方位密度 

規格化したＯＤＦ方位密度の平均値 

平均値＜－＞最大値切り替え 

ｅｕｌｅｒ角度の位置からは外れる方位は 

最大値が正しい 

あるいは、ステップを細かくする 

４：２：１―＞１／２：１：２に変えてい

る 



５．８ 逆極点図とＥｘｐｏｒｔ 

plotIPDF(odf,zvector,'projection','eangle') 

  

exportIPDF(odf,zvector,’ND.TXT’) 

 ExportIPDF()は、設定でC:¥CTR¥MTEXを追加する 

  

 

ＮＤ方向の方位分布は 

 



６． ＥＢＳＤのｅｕｌｅｒ角度リストをＭＴＥＸに読み込む 

６．１ ｅｕｌｅｒリストからａｎｇデータを作成 

 ＭＴＥＸのインターフェイスでＥｒｒｏｒの場合、変換します。 

  

  Ｌａｂｏｔｅｘ向け 

  ＴｅｒｘＴｏｏｌｓ向け 

  ＭＴＥＸ向け 

  を選択 

 

 ＭＴＥＸのインターフェイスでＥｒｒｏｒの場合、変換いたします。 

 

 

 



 

パラメータを選択 

  

   

 

 



６．２ ＭＴＥＸに読み込み 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 



  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．３ ＥＢＳＤデータからアルミニウムを抽出し、ＯＤＦ解析 

  

 

半価幅が不明 

 

 

 

 

このデータでは、半価幅を指定しない場合、１０ｄｅｇで計算されている。 

極点図作成 

 cs=ebsd('Aluminum').CS 

 h=[Miller(0,2,0,cs),Miller(2,2,0,cs),Miller(1,1,1,cs)] 

 rpf=calcPoleFigure(odf,h) 

 

ＯＤＦが作成できれば、ＸＲＤと同一操作で作業が行えます。 

 


